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祝電も掲示（開会式で紹介）

主会場は新潟市江南区文化会館

前日・当日ともに、県内市町村会場や沖縄の講師との通信テスト

特集

で
し
た
。
し
か
し
、
大
会
関
係
者

や
新
潟
市
内
25
公
民
館
の
関
係
者

な
ど
60
人
以
上
の
方
が
主
会
場
に

集
ま
り
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を

併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
と
も
い

え
る
形
式
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

〈
大
会
主
題
〉

「�

変
化
す
る
社
会
と
公
民
館

の
役
割
」

～�

地
域
に
誇
り
と
魅
力
が
持

て
る
地
域
づ
く
り
、
人
材

育
成

◦
受
付
を
設
置

　

７
月
22
日
㈮
に
第
72
回
新
潟
県

公
民
館
大
会
が
新
潟
市
江
南
区
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
３
年
目
の
今
年
度
も
昨
年

度
に
引
き

続
き
、
主

会
場
と
各

市
町
村
の

会
場
を
結

ぶ
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催

が
メ
ー
ン
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準
備
万
端
、
い
よ
い
よ
開
会
式

　

開
会
の
こ
と
ば

　
　

渡
部
和
人 

実
行
委
員
長

　
　
（
新
潟
市
中
央
公
民
館
長
）

　

主
催
者
あ
い
さ
つ

　
　

新
潟
県
公
民
館
連
合
会

　
　

久
保
田
千
昭 

会
長

　
　
（
小
千
谷
市
公
民
館
長
）

第第
7272
回
新
潟
県
公
民
館
大
会
を
振
り
返
っ
て

回
新
潟
県
公
民
館
大
会
を
振
り
返
っ
て
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新潟市会場のスクリーン
　各会場でプログラム等の冊子
と講演会の冊子を参加者に配布

講師の南先生の
顔がばっちりと

No.820� 令和4年8月25日

講
演
会

　

講
師
は
沖
縄
か
らZoom

で
配
信

　

講
師
：�

沖
縄
県
那
覇
市
繁
多
川

公
民
館
長  

南 

信
乃
介 

氏

　

演
題
：�「
地
域
を
つ
な
ぐ
公
民
館

の
し
あ
さ
っ
て 

︱
那
覇

市
繁
多
川
公
民
館
の
事
例

か
ら
考
え
る
︱
」

　

燕
市
会
場
で
講
演
会
を
視
聴

　

地
域
に
愛
着
と
誇
り
を
育
み
、
小

中
高
校
生
か
ら
幅
広
い
年
代
が
集
ま

る
公
民
館
を
実
現
し
て
い
る
。

　
「
す
べ
て
の
人
々
に
対
し
、
１
万

人
規
模
（
生
活
圏
）
で 

社
会
教
育

を
通
し
た
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

仕
組
み
を
つ
く
り
、
そ
の
事
例
で
社

会
に
貢
献
す
る
。」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
地
域
に
伝
わ
る
大
豆
（
青

ヒ
グ
）
を
栽
培
し
、
島
豆
腐
づ
く
り

の
活
動
か
ら
始
め
た
。

　

各
会
場
で
も
表
彰
状
を
授
与

　
　

新
発
田
市　

木
滑
二
十
子 

様

　

上
越
市
会
場
70
名
の
参
加
者

　

�　

全
体
の
開
会
前
に
受
信
会
場
で

の
セ
レ
モ
ニ
ー

　

開
催
地
あ
い
さ
つ

　
　

新
潟
市
教
育
委
員
会

　
　

井
崎
規
之 

教
育
長

　

永
年
勤
続
者
表
彰

　
　

代
表　

青
木
達
男 

様

　
　
（
新
潟
市
小
須
戸
地
区
公
民
館
）

　

受
賞
者
20
名
を
代
表
し
て
、
新
潟

市
会
場
の
青
木
達
男
様
が
謝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
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つ
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
来
年
は
さ

ら
な
る
工
夫
や
進
展
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
県
大
会
の
様
子
は

新
潟
市
か
ら
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
情

報
は
各
市
町
村
の
中
央
公
民
館
に
あ

り
ま
す
。�

（
事
務
局　

五
井
）

　

講
演
会
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
利
点

を
生
か
し
、
遠
方
の
沖
縄
の
公
民
館

長
を
講
師
に
お
願
い
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
主
会
場
に

加
え
て
受
信
会
場
か
ら
も
質
問
が
あ

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が
定
着
し
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
閉
会
式
で
の
次

期
開
催
地
の
村
上
市
か
ら
の
あ
い
さ

　

次
期
開
催
地
あ
い
さ
つ

　
　

太
田
秀
哉 

村
上
地
区
公
民
館
長

　

閉
会
の
こ
と
ば

　
　

新
潟
県
公
民
館
連
合
会

　
　

佐
久
間
伸
一  

副
会
長

　
　
（
胎
内
市
中
央
公
民
館
長
）

　

主
会
場
の
新
潟
市
を
は
じ
め
29
市

町
村
の
ご
協
力
・
ご
尽
力
に
よ
り
、

実
り
の
多
い
大
会
が
開
催
で
き
ま

し
た
。
昨
年
度
開
催
の
十
日
町
市
を

は
じ
め
近
隣
市
町
村
の
皆
様
の
ご

尽
力
で
で
き
た
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
の
経
験
を
生
か
し
て
、
前
日
の

回
線
テ
ス
ト
、
当
日
の
本
番
と
も
ス

ム
ー
ズ
に
大
会
の
進
行
が
で
き
ま

し
た
。
29
会
場
の
参
加
者
合
計
は
407

人
で
、
対
面
開
催
の
3
年
前
と
ほ
ぼ

同
じ
で
し
た
。

　

最
後
に
上
越
市
会
場
か
ら
質
問

　

各
会
場
か
ら
の
質
問
は
、
講
演
内

容
に
加
え
て
、
沖
縄
の
公
民
館
の
歴

史
や
離
島
の
環
境
、
学
校
と
の
か
か

わ
り
な
ど
を
踏
ま
え
た
い
ず
れ
も
質

の
高
い
質
問
で
、
会
場
か
ら
感
嘆
の

声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

閉
会
式

　

大
会
旗
引
継
ぎ

　

新
潟
市
か
ら
村
上
市
へ

　

新
潟
市
会
場
で
は
大
画
面
を
通
し

て
視
聴

◦
講
演
後
の
質
疑
応
答

　

ま
ず
は
新
潟
市
会
場
か
ら
質
問

　

続
い
て
佐
渡
市
会
場
か
ら
質
問

氏
　
名

所
　
属

1

佐
々
木
美
香�

様

糸
魚
川
市
根
知
地
区
公
民
館

2

藤
岡　

智
子�

様

糸
魚
川
市
上
南
地
区
公
民
館

3

村
松
千
恵
子�

様

上
越
市
浦
川
原
地
区
公
民
館

4

角
張　

寛
美�

様

上
越
市
柿
崎
地
区
公
民
館
下
黒
川
分
館

5

太
田　

昭
男�

様

上
越
市
柿
崎
地
区
公
民
館
川
西
分
館

6

平
田　

良
一�

様

上
越
市
柿
崎
地
区
公
民
館
下
黒
川
分
館

7

上
野　

秀
平�

様

上
越
市
高
士
地
区
公
民
館

8

秋
山　

克�

様

上
越
市
新
道
地
区
公
民
館

9

横
尾　

篤
子�

様

上
越
市
牧
地
区
公
民
館

10

太
田　

修
二�

様

上
越
市
牧
地
区
公
民
館

11

蝶
名
林
和
男�

様

見
附
市
中
央
公
民
館

12

土
田　
　

秀�

様

見
附
市
中
央
公
民
館

13

有
本　

由
里�

様

加
茂
市
公
民
館

14

佐
藤　

俊
夫�

様

加
茂
市
公
民
館

15

清
水　

芳
美�

様

加
茂
市
公
民
館

16

神
尾　

一
弘�

様

五
泉
市
公
民
館

17

木
滑
二
十
子�

様

新
発
田
市
生
涯
学
習
課

18

小
川　
　

勲�

様

村
上
市
荒
川
地
区
公
民
館

19

中
野　

敬
一�

様

阿
賀
町
公
民
館
津
川
分
館

20

青
木　

達
男�

様

新
潟
市
小
須
戸
地
区
公
民
館

❖❖❖ 令和４年度新潟県公民館大会  永年勤続者表彰受賞者名簿 ❖❖❖
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視
点

サークル
交流

合同展会場

相互に評価をし合う
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そ
の
結
果
、
根
幹
を
「
現
場
」

に
お
き
な
が
ら
「
地
域
の
人
に
対

し
て
ア
ン
テ
ナ
を
張
る
力
」「
つ
な

ぎ
合
わ
せ
る
力
」
そ
し
て
「
あ
き

ら
め
な
い
力
」
を
強
く
持
ち
続
け

行
動
す
る
こ
と
の
違
い
で
あ
っ
た

と
気
づ
き
ま
し
た
。

　

公
民
館
に
来
た
人
の
、「
た
め
息

や
愚
痴
」
を
聞
い
た
ら
そ
れ
は
課

題
。「
他
に
同
じ
よ
う
な
こ
と
を

言
っ
て
い
る
人
は
い
な
い
か
」
は
、

調
査
。「
そ
れ
を
事
業
化
す
る
に
は

誰
に
き
い
た
ら
い
い
か
」
は
、
人

材
。「
実
施
す
る
と
き
に
同
じ
こ
と

を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
か
」

は
、
連
携
。
そ
し
て
そ
の
時
々
に

生
じ
る
問
題
を
粘
り
強
く
解
決
に

向
か
っ
て
進
め
て
い
く
。

　

こ
れ
ら
の
、
一
連
の
過
程
は
公

民
館
事
業
だ
け
で
な
く
、
き
っ
と

自
分
自
身
の
成
長
を
も
促
し
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
後
は
実
践

あ
る
の
み
と
自
分
に
語
り
か
け
て

い
ま
す
。

　

多
分
、
皆
さ
ん
の
公
民
館
も
似

た
よ
う
な
事
業
は
、
過
去
も
含
め

や
っ
て
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
、
高
齢
者
か
ら
地
域
に
伝

わ
る
年
中
行
事
や
料
理
を
聞
き
取

り
、
子
ど
も
た
ち
に
聞
か
せ
た
り
、

調
理
実
習
を
講
座
と
し
て
実
施
し

た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

南
さ
ん
の
よ
う
に
深
掘
り
し
て
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
こ
に
違
い

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
自
問
自

答
し
ま
し
た
。

「
本
筋
を

�

あ
き
ら
め
な
い
力
」

　

小
千
谷
市
公
民
館

館
長　

久
保
田
千
昭

　

久
々
に
、
公
民
館
と
い
う
現
場

に
戻
っ
て
３
年
目
。
こ
の
春
か
ら

中
越
地
区
公
民
館
連
絡
協
議
会
会

長
と
な
り
、
併
せ
て
新
潟
県
公
民

館
連
合
会
会
長
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
先
般
は
、
新
潟
県

公
民
館
大
会
に
多
く
の
方
か
ら
参

加
・
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
講
演
を
し
て

い
た
だ
い
た
、
繁
多
川
公
民
館
館

長
南
信
之
介
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い

取
り
組
み
を
聞
き
な
が
ら
、
日
々

の
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
の
出
展
を
受
け
、
私
ど
も
の

作
品
と
並
べ
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

開
催
し
ま
す
。
令
和
４
年
の
今
年
は

第
７
回
を
数
え
、
楽
し
み
に
さ
れ
て

い
る
フ
ァ
ン
も
多
く
、
人
気
を
博
し

て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
展
示

作
品
は
各
自
が
画
材
に
選
ん
だ
植
物

の
一
般
作
品
の
ほ
か
、「
万
葉
集
の

植
物
」、「
五
月
の
バ
ラ
」
と
い
っ
た

課
題
作
品
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま

す
。
次
年
度
の
課
題
「
ナ
ス
科
の
植

物
」
に
早
速
取
り
組
み
を
始
め
て
い

ま
す
。
５
月
の
合
同
展
の
後
２
名
の

方
が
新
た
に
入
会
し
ま
し
た
。

�

（
代
表　

伊
藤 

道
秋 

記
〕

　

植
物
細
密
画
に
取
り
組
む
こ
の
会

は
、
平
成
20
年
に
３
人
か
ら
始
ま
り
、

15
年
間
の
活
動
の
中
で
現
在
20
名
の

会
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

月
２
回
の
例
会
で
は
描
く
こ
と
を

楽
し
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
相
互

に
評
価
し
合
い
、
植
物
の
絶
妙
な
仕

組
み
に
驚
き
と
と
も
に
畏
敬
の
念
を

抱
き
、
魅
力
を
語
り
合
い
ま
す
。

　

作
品
は
秋
の
文
化
祭
、
新
潟
植
物

画
ク
ラ
ブ
と
の
合
同
展
に
出
展
し
ま

す
。
合
同
展
は
、
私
ど
も
の
会
が
主

催
し
、
先
輩
格
で
あ
る
新
潟
植
物
画

あ
が
の

ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
の
会

�

（
阿
賀
野
市
）
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実
践
記
録
シ
リ

ー
ズ

「町の歴史」講座風景

「町の観光と果樹」講座風景
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「
わ
か
り
や
す
い
多
く
の
資
料
で
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と

に
よ
り
関
心
を
も
つ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
」

と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
子
供
た
ち
か
ら
は
「
町
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ

た
・
好
き
に
な
っ
た
」「
町
で
色
々
な
果
物
が
作
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
」「
普
通
の
社
会
の
歴
史
の
授
業
で
は
、
学

べ
な
い
こ
と
や
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
」

「
土
器
な
ど
を
見
た
り
さ
わ
っ
た
り
で
き
て
、
い
つ
も
以
上
に

歴
史
の
勉
強
が
楽
し
か
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
学
ぶ
歴
史
の
授
業

が
も
っ
と
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

４　

今
後
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
じ
め
た
ば
か
り
で
ま
だ
途
中
で
す
が
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
を
見
る
限
り
は
概
ね
好
評
の
よ
う
で
す
。

　

今
後
、
今
年
の
講
座
に
つ
い
て
検
証
し
、
次
年
度
さ
ら
に

よ
り
よ
い
事
業
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２　

内
容

　

当
町
に
は
小
学
校
が
３
校
あ
り
ま
す
。
こ
の
３
校

そ
れ
ぞ
れ
に
、
町
の
特
色
や
す
が
た
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
町
東
港
振
興
室
が
「
東
港
の
成
り
立
ち
」、

産
業
観
光
課
が
「
町
の
観
光
と
果
樹
」、図
書
館
が
「
町

の
偉
人
」、
社
会
教
育
課
が
「
町
の
歴
史
」
と
、
各
課

が
小
学
３
～
６
年
の
学
習
指
導
要
領
や
授
業
の
進
捗

に
あ
わ
せ
て
日
程
調
整
を
行
い
、
講
座
を
行
い
ま
す
。

昨
年
度
に
講
座
内
容
と
受
講
の
学
年
と
時
期
を
検
討

し
ま
し
た
。

３　

講
座
の
様
子

　

今
の
と
こ
ろ
「
町
の
観
光
と
果
樹
」
と
「
町
の
歴
史
」

の
一
部
が
終
了
し
て
い
ま
す
。
講
座
終
了
後
に
次
年
度
に
よ

り
よ
い
講
座
を
行
う
た
め
小
学
校
の
先
生
と
子
供
に
講
座
を

受
け
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

先
生
か
ら
は
「
聖
籠
町
の
特
色
が
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
」

　

聖
籠
町
と
聖
籠
町
教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
４
年
度
か
ら

の
新
規
事
業
と
し
て
、
町
ぐ
る
み
で
小
学
生
に
町
の
魅
力
や

特
色
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
「
ふ
る
さ
と
だ
い
す
き
講
座
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

１　

目
的

①�

「
聖
籠
町
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
、住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と

思
え
る
よ
う
に
、
町
の
歴
史
や
文
化
、
産
業
、
偉
人
、
地

理
な
ど
に
つ
い
て
の
見
識
を
深
め
、
ひ
い
て
は
郷
土
愛
を

醸
成
し
て
も
ら
い
た
い
。

②�

子
供
た
ち
が
将
来
、
多
く
の
人
と
出
会

う
中
で
胸
を
張
っ
て
ふ
る
さ
と
を
語
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

こ
の
目
的
か
ら
、
町
内
小
学
校
の
授
業

に
講
座
を
組
み
込
み
、
町
ぐ
る
み
で
全
小

学
生
に
町
の
よ
い
と
こ
ろ
や
自
分
の
郷
土

に
つ
い
て
よ
り
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
講
座
は
町
の
総
合
計
画
で
あ
る

『
第
５
次
聖
籠
町
総
合
計
画
』
の
「
小
中
学

校
に
お
け
る
環
境
学
習
や
郷
土
学
習
の
推

進
」
事
業
の
一
環
に
な
る
も
の
で
す
。

ふ
る
さ
と
だ
い
す
き
講
座

�

聖
籠
町
公
民
館
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こ
の
度
の
下
越
地
方
の
水
害
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
を
、
暑
い

中
、
被
災
地
支
援
に
当
た
ら
れ
て
い
る
皆
様
に
感
謝
を
心
か
ら
申
し
上
げ
ま

す
。
公
民
館
職
員
の
皆
様
も
災
害
発
生
時
か
ら
心
身
と
も
に
大
変
な
日
々
を

お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
水
害
、
新
潟
県
で
は
幸
い
犠
牲
者
が
な
く
済
み
ま
し
た
。
55
年
前

の
下
越
水
害
の
経
験
を
生
か
し
た
地
域
で
の
防
災
意
識
の
高
さ
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
公
民
館
に
は
避
難
訓
練
や
防
災
教
育
の
拠
点
と
し

て
の
役
割
な
ど
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。�（
五
井
）

　

新
潟
市
教
育
委
員
会

�

西
地
区
公
民
館
副
主
査　

荒
木　

景
子
さ
ん

　

今
年
４
月
に
異
動
し
て

き
た
荒
木
景
子
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。

　

荒
木
さ
ん
の
勤
務
す
る

西
地
区
公
民
館
は
Ｊ
Ｒ
越

後
線
内
野
駅
か
ら
徒
歩
８
分
に
あ
る
築
40
年
を
超

え
る
施
設
で
す
。
永
い
間
地
域
の
皆
様
に
親
し
ま

れ
、
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
あ
ち

こ
ち
に
傷
み
が
目
立
ち
ま
す
。「
卓
球
台
が
壊
れ

て
い
る
よ
」、「
マ
イ
ク
の
調
子
が
悪
い
み
た
い
」

…
…
さ
あ
、
荒
木
さ
ん
の
出
番
で
す
！
業
者
さ
ん

を
探
し
、
見
積
書
を
も
ら
い
、
冷
静
適
確
か
つ
迅

速
に
対
応
し
ま
す
。
契
約
規
則
や
諸
々
の
規
則
と

の
照
合
も
抜
か
り
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
穏
や
か

な
口
調
や
仕
草
か
ら
は
、
お
っ
と
り
し
た
印
象
を

受
け
ま
す
が
、
財
務
部
に
所
属
し
て
い
た
経
験
を

活
か
し
、
公
民
館
使
用
料
の
窓
口
収
納
や
切
手
の

保
管
方
法
の
見
直
し
を
実
行
す
る
な
ど
事
務
の
改

善
に
も
積
極
的
で
す
。

　

今
日
は
公
民
館
事
務
室
に
ま
で
赤
ち
ゃ
ん
の
元

気
な
泣
き
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。「
ゆ
り
か
ご

学
級
」の
始
ま
り
で
す
。
先
輩
職
員
に
支
え
ら
れ
、

主
担
当
の
荒
木
さ
ん
が
元
気
一
杯
張
り
切
り
ま
す
。

　

健
康
第
一
、
明
る
い
笑
顔
で
今
後
も
一
層
の
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
〔
西
地
区
公
民
館 

館
長�　

寺
崎 

友
規 

記
〕

第44回全国公民館研究集会・第62回関東
甲信越静公民館研究大会茨城大会
オンデマンド配信(R4.10.27～R5.7.31)が主、分科会
はオンライン(Zoom)あり
テーマ：�だから公民館、やっぱり公民館　
　　　　～公民館の今を学び 明日を見つけ 地域を創る～
全体会：令和４年10月27日（木）
　　　　�開催県事例発表「～人生100年時代～
� 『かさま志民』への学びの場」
分科会：令和４年10月28日（金）
　　　　12：30～15：50（Zoom）
　　　　�第３分科会で 新潟市中央公民館 館長補佐 
　　　　�村山 明さんが発表します。
＊�全体会・分科会ともに令和５年７月までオンデマン
ド配信
※�詳しくは各市町村の中央公民館にパンフレットをお
送りします。

県立生涯学習推進センター創立30周年記念事業
❶日時：令和４年10月15日（土）　
　　　　１日開催、講演会は午後
❷会場：�県立生涯学習推進センター
　　　　（新潟市中央区女池南3-1-2）
❸内容：①記念講演会　14：00～15：30
　　　　　講　師：伊勢みずほ 様
　　　　　テーマ：「�話すことは放すこと ～キャンサー

ギフトという生き方～」
　　　　②体験ブース
　　　　　�参加団体による、参加者が体験活動を楽し

むコーナー
　　　　③研修会
　　　　　参加団体による、生涯学習に関する研修会

〔発行所〕新潟県公民館連合会　〔発行人〕会長  久保田千昭　〔編集人〕事務局長  五井勇二　〔Eメール〕ni-koren@juno.ocn.ne.jp
〒950-8602　新潟市中央区女池南３丁目１番２号　新潟県立生涯学習推進センター内　TEL・FAX（025）288-5571
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